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クラウド型電子薬歴データ（RWD）解析による慢性疾患患者の 

服薬アドヒアランス向上を目指す産学共同研究を開始します 

 

北海道科学大学は、慢性疾患患者の服薬アドヒアランスに関する研究について、株式会社

カケハシ（本社：東京都港区、代表取締役社長：中尾 豊、代表取締役CEO：中川 貴史）と

の産学共同研究を開始したことをお知らせいたします。同社のクラウド型電子薬歴「Musub

i」（以下、Musubi）に蓄積される患者指導記録などの臨床データ（RWD）から、薬剤師によ

る患者介入と服薬継続状況との関連性を解明するとともに、服薬アドヒアランスを良好に保

つ仕組みづくりの提言を目指します。本研究は、独立行政法人日本学術振興会による2025年

度の科学研究費助成事業に採択されたものです。 

 

●概要 

独立行政法人日本学術振興会による2025年度の科学研究費助成事業に採択された本研究

は、研究に賛同したMusubiのユーザー薬局において、慢性疾患患者 (1型糖尿病、2型糖尿

病、リウマチ性疾患群、高血圧、 脂質異常症、心疾患、アレルギー性疾患群、慢性便秘症

の薬物療法を受けている方）への薬剤師の介入に関するRWD（匿名加工済み）について後ろ

向き解析を行います。 

 

具体的には、患者指導記録や疑義照会記録などが自由記述されたテキストを、独自に開発

した自然言語処理モデルによって解析します。そこから抽出された情報と、使用薬剤の服薬

継続状況やMPR（患者さんが薬を所持する必要がある日数に対して、実際に所持した日数を

比較した割合）との関連性を探索します。 

 

また、その結果を基に、医薬品の適正使用に必要な服薬指導コンテンツの検討を行うだけ

でなく、処方設計に還元するための要点をまとめ公表する予定です。 

 

本研究の成果により、薬局薬剤師が質の高い服薬指導を行うための新たな知見を提供する

とともに、慢性疾患患者の服薬アドヒアランスを良好に保つ仕組みを作ることで、医療従事

者と患者双方にとってより良い医療の実現を目指します。 

 

●背景 



我が国における慢性疾患患者のうち、糖尿病の罹患が強く疑われる患者数と罹患の可能性

を否定できない患者数はそれぞれ約1,000 万人に及ぶと推計0F

1)されています。 

 

慢性疾患の薬物治療においては、継続的に正しい服薬を徹底し、服薬アドヒアランスを良

好に維持することが欠かせません。これまでの多数の研究から服薬アドヒアランス不良は、

入院リスクや死亡率の増加に影響するとされており、重要な医療課題の一つと言えます。 

  

しかし、アドヒアランス不良には様々な要因が複雑に関与するだけでなく、個々の患者に

よってその原因が様々であること2)から、アドヒアランス不良を発生させるメカニズムの解

明は、膨大な時系列データと分析技術を必要とする極めて難しい問題です。 

 

わが国の薬局ではDX化が急速に進んでおり、特に電子化された薬剤服用歴（電子薬歴）に

は、薬剤師が行った調剤や服薬指導、患者の基礎情報や体質、疾患が、患者の主訴と薬剤師

のアセスメントなどが経時的に記載され、それら臨床データ（RWD）の活用が有効な解決策

となります。 
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